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NMR 装置の管理支援システムの構築
夫イ変田ァに方木第 2 技術室
緒言
核磁気共鳴装置 (NMR) は有機化学、及び高分子系の研究者に最も使用される大型機器の l つである。
福井大学総合実験研究支援センターに設置されている剛R は各研究室と NMR 室は建物を隔てており、ユ
ーザーが NMR 室に直接れって測定し、測定者がいれば名前を記入し、予約順番まで待つことになる。 ま
た、保守管理では、超{ú導磁石の冷媒として定期的に液体窒素・ヘリウムの充填、ヘリウム回収バルー
ンの定期転送など、すべて NMR 室に直接行って確認する。このようにユーザーは確認のため何度も足を
運ぶ必要がある。
そこで、今回研究室ヵ 、 ら NMR室のカメラでリアルタイムに回収バルーンを監視し、また、遠隔から­
照明の操作が可能となれば、そのバルーンが容易に確認できるシステムを作製した。概要を図 1 に示す。
も週日召聞監視カメラ 苅師、刀
,C% r-¥! 
1 
当・ー
遠隔操作
NMR本体
NMR室
動画配信
『・E
研究室
図1
システムの構成
動画配信
監視カメラで映し出された映像を研究室にいるユーザーにリアルタイムに配信する。 PC にウェブカ
メラ(カラ一CM08 イメージセンサ一、 10 万画素)を取り付け、映像は 08 が windows であればイン
ストールされている Windows Media player で再生させるため、 Microso仕 Windows Media エンコーダをダウン
ロードし、インストールした，転送速度は、 NMR 室には 10M の LAN コンセントしかないため、負荷が小さい速度
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16Kbps(max)で、配信したO そのため、送られてくる映像は鮮明ではないが、バルーンのふくらみ具合は十分確認
で、きる。
2-2 照明の遠隔操作
測定者が NMR 室に居れば、照明が点灯されて明るい状態になっている。しかし測定者がいない場合、
照明は消灯しであるので、カメラでとらえた映像はほとんど見えない。そこで、研究室端末から NMR
室の照明を制御できるようにした。照明の電源に赤外線発信で接続、切断を可能とする市販のコンセン
ト(リモコンセント)を用いた。そのコンセントを PC から制御する赤外線発信装置はスギヤマエレク
トロンから販売している高性能マルチリモコン「クロッサム」を使用した。クロッサムから発信する赤
外線をリモコンセントが認識するには、リモコンセントに付属している赤外線発信情報をクロッサムに
読み込む。次に、クロッサムと PC を付属のケープ、ルで、繋ぎ、 PC からリモコンセントを制御できるよう
にした。(図 2)
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NMR室のカメラから映像の配信、及び照明は PC で操作可能となったため、次にネットで繋がった
PC 間で PC を遠隔操作した。 IBM から販売している PC リモコン (Desktop ün-Call)をインストー
ルして NMR 室の PC をホスト側とした。これによって学内では LAN に接続しである PC から NMR
室のホスト PC の起動 rl' のディスプレー画面を表示・操作することが可能となった。表示画面の解像度
は 256 色に低下するが、操作には支障はなかった。
3 最後に
NMR 装置に接続しであるヘリウム回収バルーンからヘリウムを超低温施設に転送する際、離れた部
屋から確認できたらとユーザーからの話があったので、研修で取り上げた。最近、 NMR が 1 台新規購
入し、ヘリウム回収ノ〈ルーンが 2個となった。お互い離れた場所にあり、なおさら監視が必要になって
きた。いくつかの既製品を組み合わせただけのシステムであるが、ユーザーの皆さんで利用して頂き、
容易で特色あるものにさらに発展させていきたい。
今回の報告内容は日 ;;FJ研修で、行ったものであり、費用は日常研修費をあてました。費用措置をして
いただきました関係各位に厚くお礼申し上げます。また、派遣先の畠中 稔教授、高橋一朗助教授、
及び吉見泰治助手に日常研修の機会を頂きお礼申し上げます。
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